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日本古代国家が,隋 唐 帝国の成立 に伴 う東 アジア世 界の緊張の 中で,急 速 にその
内実 を強化 し,中 央集権化 を推 し進 めたこ とはよく知 られ る。 この過程で,律 令制
度 をは じめ とす る様々な文物 を大 陸か ら取 り入れた。 日本 の古代国家は,東 ア ジア
世界 と密 接に関わって成立 ・展 開 したのであ り,対 外 交流 を考慮に入れず 日本古代
史 を語 ることはできない。 日本古代 の対外交流 に関す る優れた研 究が積み重ね られ
てい る。
さて,文 物の輸入 とい えば,す ぐに遣 隋使 ・遣唐使 が思い浮かぶであろ う。確か
に,か れ らが果 た した役 割は非 常に大 きい。だが,こ れ もよ く知 られ るよ うに,大
陸か らの渡来人の果た した役割 もきわめて大 きい。 古代 の対外関係 は,一 見,国 家
に一元的に収斂 してい るよ うに見 える。 だが,こ うした渡来人の存在や役割か らも
わか るよ うに,少 な くとも文物 の輸入や人 々の接触 とい う点では,も っ と重層的で
多様であった と考 え られ る。
こ うした状況の一面 を,い くつ かの材料か ら示 してみたい と思 う。
1.長 屋王 と対外 関係
前近代東アジア外交では,外 交権 は国王に集 中す る。一方,そ うした国王が派遣
した使節 が,派 遣先 の臣下 と豊:かな交流 の花 を開かせ た。長屋王が,佐 保の宅 に新
羅使 を招いて宴を催 し,交 歓 した ことはつ とに知 られ ている通 りである(寺 崎保広
1999他)。
長屋王 には史料1の よ うなエ ピソー ドも伝 わる。鑑真 が仏教 と 日本 の深い縁 を述
べた言葉の一部分である。長屋 王は仏教 を崇拝 し,縁 に詩 を刺繍 した1,000の 袈裟
を造 り,中 国の僧達 に送 った とい う。長屋王 が非常に熱 心な仏教信者 であった こと
を示す逸話 とい えよう。確かに,い わゆる 「和銅 経」が残 るよ うに,長 屋王の崇仏
は深い と言 えるが,飛 鳥時代か ら奈 良時代 にかけての天皇 ・皇族 ・貴族 に,仏 教 を
崇拝 した人物は非常に多い。その中で,唐 にまで袈 裟を贈 った逸話が残 るの は1人
長屋王のみで ある。一方,『 日本霊異記』の 中で,長 屋 王はむ しろ仏教 に厳 しく接 し
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た人 物 と して描 かれ て い る(『 日本 霊 異 記 』中巻 第1「 己 が高 徳 を 恃 み,賎 形 の沙 弥
を刑 ち て,現 に悪 死 を得 し縁 」)。す なわ ち,仏 教 へ の思 い が 強 い,と い う理 由だ け
で は,唐 に袈 裟 を贈 った伝 承 が,長 屋 王 にだ け伝 わ って い る こ とは理 解 で きな い。
仏教 へ の思 い は,当 時 の 天 皇 ・皇 族 ・貴 族 達 に とっ て は大 前 提 で あ る。 そ れ が,国
内 の僧 侶 で は な く,唐 の僧 侶へ 袈 裟 を贈 る とい う方 法 で 発 露 した点 こそ 注 目す べ き
で あ ろ う。 つ ま り,長 屋 王 が他 の皇 族 ・貴 族 よ り豊 か な国 際性 を有 して い た,と 考
え られ る の で は な い か。唐 に袈 裟 を贈 る,と い う発 想 も,そ れ を 実現 で きた こ と も,
国 際 的知 識 と国 際性 が な けれ ば不 可 能 な こ とで あ ろ う。
こ うした長 屋 王 の 国際 性 ・国 際 的知 識 と関 連 して注 目 され る点 が 二つ あ る。 一 つ
は,長 屋 王 の 所 領 や封 戸 の場 所 で あ り,も う一 つ が宗 像 氏 との 強 いつ なが りで あ る。
35,000点 にの ぼ る長 屋 王 家 木簡 は,古 代 史 を語 る上 で 欠 か せ な い資 料 とな って い
る。 この木 簡 群 に よって,長 屋 王家 の活 動 が様 々 な方 向か ら明 らか に な った が,そ
の 一 つ に長 屋 王家 の所 領 ・封 戸 の分 布 や そ の 経 営形 態 な どが あ る。 特 に注 目 した い
の が,長 屋 王 の所 領 ・封 戸 は,交 通 路 上 の重 要 地 点 に展 開 す る傾 向 が見 られ る点 で
あ る。奈 良 盆 地 か らの交 通 に沿 っ てそ の様 子 を見 て み よ う。
長 屋 王 の所 領 は 畿 内 を 中心 に展 開す る。こ の 中 に 「片 岡 」が あ る(岩 本 次 郎2001)。
片 岡 は,現 在 の 王寺 町 か ら香 芝 町 に か けて の 地 域 で あ り,大 和 川 が奈 良盆 地 か ら大
阪 平 野 に流 れ 出す,の ど首 にあ た る。 奈 良盆 地 の 西 に横 た わ る生駒 ・金 剛 山系 を越
え る峠 は い くつ か存 在 す るが,そ の 中 で も河 川 を伴 うこの竜 田越 えは,奈 良盆 地 と
大 阪 平 野 を つ な ぐ交通 の:最重 要拠 点 で あ る。 古 く,隋 使 ・裴 世 清 も このル ー トを通
った と考 え られ,聖 徳 太 子 が 斑鳩 地域 に拠 点 をお い た理 由 の一 つ も,こ うした交 通
との 関 わ りを想 定す る こ とが で き よ う。 隣接 す る山 に は古 代 には 高安 城,戦 国時 代
に は信 貴 山城 が築 かれ,こ の ル ー トに に らみ を きかせ た。 長 屋 王 は,こ うしたエ リ
ア に所領 を 有 して い た の で あ る。
大 阪 平 野 に入 る と,河 内 国お よび摂 津 職 の管 内で あ る。 この うち,摂 津 地 域 老特
に深 い 関係 を感 じ させ る 史料2～4の よ うな木 簡 が 出 土 してい る。
い ず れ も,長 屋 王邸 か ら出土 した とい うこ との 意 義 を,ど の よ うに位 置 づ け るべ
きか,解 釈 が 難 しい木 簡 で あ る。 この 点 につ い て は,ま た別 の機 会 に きち ん と した
整 理 を提示 した い と考 え てい る。本 稿 で必 要 な範 囲 を確 認 す る と,以 下 の様 に な る
と考 え る。 「津 税 使 」 とい う語 は 「津 の 国=摂 津 」 の 「税 使 」 の存 在 を示 し,「 税使 」
は各 国 の役 人 か 中央 か らの派 遣 か 等 の 問題 は残 るが,封 戸 と関 わ る こ とは確 か で あ
ろ う。した が っ て こ の木簡 か ら,長 屋 王 の 封 戸 が摂 津 に あ った 可 能性 が 高 い。ま た,
住 吉 か らの 贄 の 木 簡 は,他 に は確 認 され て い ない 。 住 吉 とい え ば,贄 戸 がす ぐに想
定 され るが,も しそ れ らか らの贄 で あれ ば,宮 内か ら も発 見 され て しか るべ き で あ
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ろ うと思われ る。住吉郡か らの贄 の木簡 も,や は りこの地域 と長屋王の一定の関係
を示唆す るであろ う。住吉 と長屋王 の関わ りを示す木簡 として,や は り長屋王家木
簡 に史料5の 木簡 がある。長屋王 は,摂 津 とも深いつなが りを持 っていた とい うこ
とができる。その中で も住吉が 目立つ。住吉 は難波 とな らんで古 くか らの港湾で あ
り,上 述の竜 田越 えか ら真西に進 んだ場所 にある点 も注 目され よ う。
さて,畿 外の長屋王家木簡の荷札 で,目 立つ 国は近江 ・越前 ・周防 ・讃岐で ある
こ とが指摘 されてい る(森 公章2000他)。 ここで特に注 目したいのは,讃 岐 と周防
である。 この2力 国は,瀬 戸内海航路 の要地 なのである。
瀬戸内海航 路では,多 くの島嶼 が集 中す るエ リアで潮 の流れや変化が激 しく,航
行上 の難 所 となる。 こ うした島嶼 が集 中す る地域は瀬戸 内海 の東西両端部分 にあた
る。そ してそ こに面す る国 こそ,讃 岐 と周防 であ り,こ の2力 国 を押 さえるこ とは
瀬戸 内海航 路を押 さえることに非常 に近 い。特 に周防国か らの木簡では,島 嶼部の
西端部に横 たわる周防大島の木簡 が 目立ち,こ の地域 との深 い関係 を うかがわせ る。
こ うした状況か ら考 える と,長 屋王 は封戸等 を通 じて瀬戸 内航路の要地 と密接な関
係 を築 き,航 路を押 さえていたのである。
そ して,そ の瀬戸 内海航路の延長,北 部九州 とも強いパイプ を有 していた。長屋
王 の父 ・高市皇子 の母は,筑 前宗像氏 の一族 出身である。宗像氏は,宗 像大社や沖
の島の祭祀 と関わる有力な豪族 で,地 域へ の影響力はもちろん,海 上交通の面で も
重要 な一族 であった と考 えられ る。 こ うした宗像氏 と高市皇子一族 との関係は,長
屋王 の世代 に も引き継がれていた。長屋王邸 か らは,史 料6～8の 木簡が 出土 して
い る。
九州の徴 税品は,大 宰府 に集 め られ,一 度府庫に収 め られてか ら,場 合 によって
都 に送 られ る,と い うのが通例 である。 ところが,こ の荷札 をみ るかぎ り,宗 形郡
司か ら直接 長屋 王邸 に送 り届け られ ている。 ここに,長 屋王 と玄界灘 の雄族 ・宗像
氏 との直接 的で密接 な結びつきを見い だす こ とができる。
以上の状況を整理す る と,長 屋王 は奈 良盆地内か ら玄界灘の沖の島までの交通の
要地 を見事 に押 さえて,様 々に関係 を結 んでいた状況 がみ えて くる。 そ してその玄
界灘 の先は,い うまでもなく朝鮮 半島であ り,中 国大陸である。沖の島の祭祀は,
そ もそ も大陸 との航行 の安全を祈願 した とされ る。長屋王 に とって朝鮮半島や 中国
大陸 は,我 々が想像す るよ りもはるかに身近 であった と考 え られ よ う。
こ うした環境や実力が,長 屋王の国際性の源泉だ ったのではなか ろ うか。そ して,
いわゆる遣唐使や遣新羅使な どの使者 とは異 なった,こ うした 「国際性」のチ ャン
ネル が存在 した ことは,非 常 に興味深 い。確かに,長 屋王 の例は特殊 かも しれない。
だが,国 家間の通交 のみで はカバ ー しきれ ない,多 様 で重層的な,地 下水脈的交流
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の一端 が うかがわれ るよ うに思われ る。 こ うした水脈 が,後 代 日宋貿易 の際 に王 臣
家が競 って北 九州 に拠点 を確保 しよ うとした例に もつ なが るのではないだろ うか。
2.木 簡か らみ た文化受容の重層性
次に,木 簡 の文字や用法か ら,日 本 の文化受容の状況 の一部分 を検討 したい。
古代人 は,文 字や詩文 を習得す るために,し ば しば木簡や不要 になった土器 に文
字を記 した。 こ うした練習や学習の文字 を 「習書」 と呼んでい る。習書の内,都 で
目立つのは 『千字文』 の習書である。 た とえば,7世 紀 に遡 る飛鳥池木簡 には史料
9の 木簡 があ り,奈 良時代 に入 って平城宮周辺で は史料10の 木簡 が,さ らに平城宮
か ら遙か に離 れた左京 七条(諸 司厨町の可能性 も指摘 され ている)か らも史料11
の木簡が出土 している。また二条大路 出土 の2点 の木簡(『 平城京木簡3』5100号 ・
5104号)は,現 行 の千字文では 「来暑往秋収冬蔵」 とす る部分を どち らも 「来暑往
収秋冬蔵 」 とす る。全 く同 じよ うに語順 が異 なってお り,現 行 とは異な る語順 で書
かれた同一のテキス トを参照 しなが ら習書 した可能性 が考 え られ る。 あるいは,同
一人物が,誤 って記憶 して しま ったのか もしれ ない。 さて,こ の 『千字文』は,漢
字版のいろ は歌の様 な もので ある。漢字 の習得 には適 しているが,漢 詩や学問の体
系的取得 とはい ささか様相 が異な る。
『千字文』以外では 『文選』 も比較 的 目立っ。 こちらは優れ た詩文 を集 めた書物
で あ り,『千字文』よ り学問的である。だが,彼 らの習書の仕方 にはある特徴があ る。
史料12の よ うに書名だ けを習書 してみた り,史 料13の 様 に,『文選』に李善が注を
付 けた もの を,そ の前文 か ら習書 してい る。典籍の学習で,注 を学ぶ重要性は理解
できるが,そ の前文を習書 した り,あ るいは題名 を何度 も記す理 由はよ くわか らな
い。 これ らか ら考 えると,典 籍 の内容 をしっか り理解 しよ うと学習 しているのか否
か,疑 問に思 えて しま う。 む しろ,機 械 的に教科書 の冒頭 部分を写 しているよ うで
ある。『文選』全体 を体系的に学習 した痕跡 は必ず しも濃厚 ではない。
こ うした学習 の様子は,『 論語』の習書 にも うかが える。『論語』 は,お そ らく非
常にポピュラーだ った と考え られ るにもかかわ らず,日 本でのその習書 の出土例は
必ず しも多 くはない。『論語』の習書で も目立つ のは 『千字文』同様 タイ トル のみ を
記 したもの であ り,本 文を習書 してい る木簡 は飛鳥 ・藤原地域で3点 ほ ど,平 城地
域 で3点 ほ ど,そ のほかの各地で4点 ほ どである(『論語』・『千字文』の受容 につい
ては,東 野1977も 参 照)。
このよ うに,習 書か ら見受け られ る状況は,学 問 としてあま り体系的 とは言 えな
い。む ろん,こ の他 にも漢詩や典籍 を習書 した例 はあるが,そ れ以外の例 えば上述
の 『千字文』や後 にふれ る 「難波津 の歌」の例の方 が圧倒 的に多い。 さらに,部 首
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の共通す る文字 を書 き連ねた り,あ る文字だ けを繰 り返 し書いた,い わば単純 な文
字 の練習や 「手す さび」の例 は さらに多い(習 書木簡 の漢字学習上の位置づ けは,
渡辺2007)。
学令規定な どに依れ ば,大 学寮 に入 学す るよ うな律令官人達は経 史に広 く通 じて
い なけれ ばな らない。遣唐使 として派遣 された粟 田真人 はその博 学ぶ りを中国側 か
ら賞賛 され るほ どで あるか ら,上記 の状況 とはずいぶん異 なってい るよ うに感 じる。
こ うした違いの理 由は,習 書木簡 を残 した人々 と,粟 田真 人の様 な人々 との文化
的(場 合 によって は身分 的)階 層差 に 由来す ると考 え られ る。つ ま り,体 系的に中
国文化 を学習す るよ うな人 々は,ご く限 られ た貴族や知識 人である。彼 らは,漢 詩
文 を読み,創 作す るよ うな知識や力量 まで必 要 とされた。 こうした人々は,人 数が
少ないためそ もそ も書き記す文字量 が多 くない上,お そ らくは紙 を使用す るこ とが
多 く,木 簡 に習書す る場面 はそれ ほ ど多 くはなかったであろ う。
一方,下 級官人は,実 務的 に必要 な範 囲で漢字文化を習得すれば良い。彼 らは人
数 的には非常に多 く,書 き記 した漢字 の量 も多い。また,経 済的理 由な どか ら,紙
をふ んだん に使 え る環境 にはなかったはず である。 こ うした人々が彼 らに必要な範
囲で漢字を学習 し,練 習 した名残が,習 書木簡や習書 され た土器 であろ う。
日本 にお ける漢字文化の受容状況 には,限 られた人々による体系的な受容 と,多
くの人々に よる実用的 ・限定的な受容 が存在 した。 前者 は,比 較的緩やかに増加す
るものであ ると考 え られ る。一方,後 者 の様 な文字利用 に対す る要請 は,律 令制 の
導入 と律令 文書主義 の浸透に伴い短期 間で大幅 に増加 した もの と考 え られ る。 そ し
て習書木簡 な どに見 られ る文字 は,後 者 の文字文化 を反映 したもの と考 えられ る。
大衆化 した漢字文化 によって,古 代 日本の識 字率は大幅 に向上 したのであろ う。
だが,こ うした状況 で,注 目され るのが,史 料14・ 徳島県観音寺遺跡 か ら出土 し
た論語木簡 である。この木簡 は,四 面 に墨書 を有す る 「觚」 と言われ る形状(種 類)
の木簡 である。觚は,中 国では典籍の学習等 に利用 されて広 く存在す る。韓 国で も
多 くの出土例 が知 られ るが,日 本では非常に珍 しく,他 には数例 しか知 られ ない。
この形状 は,大 陸の影響 の もと,あ えて選択 した形状であ る可能性が考え られ る。
書かれてい るの は 『論語』学而編の一節 な どであ る。『論語』が書かれてい るこ
とが確認で きるのは一面(左 側面)の みであ り,他 の面に書 かれた内容 は必ず しも
明瞭ではない。いずれの面も典籍の様 に も見受 け られ るが,出 典な どはよ くわか ら
ない。 また,加 工痕跡や 墨書 との関係 な どか らも,現 在 の形態や記載 内容が,木 簡
が最初 に作成 された時点か らの ものか,二 次 的に加工 され文字が書 き直 された もの
か,慎 重 に論 じる必 要がある。
ただ し,『論語』 の書 きぶ りは本格的で あ り,『論語』 の部分は題名や一部分 だけ
474馬 場 基
を抜 き書き したの とは様子が異な る。現行テキス トとの差異か ら,テ キス トを見て
書写 したので はな くそ らん じた文言を書 き記 した可能性 も指摘 され てお り(徳 島県
教育委員 会2002),背 後 に本格的な 『論語』の学習が存在 していた と考 え られ る。
他 の面 も しか るべ き典籍 である とす るな らば,こ れ らも含 めての体系的な学習が存
在 した と言 えるのではないだ ろ うか。 こ うした場面で,觚 とい う形状 が選択 されて
いるこ とは,重 要であ る。
韓 国 ・金:海の鳳凰洞遺跡 か らも,や は り 『論語』 を記 した觚 が出土 している。観
音寺 出土 の 『論語』木簡 は,古 典的 ・伝統 的中国文化 に非常に良 く合致 し,韓 国に
類例 が求 め られ る,と 評価 できる。そ して こ うした木簡が,都 城ではな く徳 島=阿
波地域 で出土 してい る点に注意 を払 う必要がある。
また,史 料15は,近 年釈読 に成功 した木簡 である。 この木簡 中の 「品」字は,
上下 を反転 させ た(上 に二つ 口が並び,下 に 口が一つ付 く)字 形 である。 こ うした
字形 は,国 内では他 に類例が見あた らず,様 々な字形 を集 めた字書 として定評のあ
る 『五体字類 』に も収 め られていない。漢代やそれ 以前の金石文な どに見 られ るも
ので,中 国で も古い字形 とい うことができるであろ う。伊予国で,日 本で はあま り
用い られない,中 国の古い時代の字形 が使われていた。古代 日本で 「正統的」で は
ない古い字形 を知 る人物 が,伊 予国に居 た,と い うことなので ある。
この2点 の木簡は,日 本 の漢字文化 受容が,ま ず 中央政府 に集まって,そ こか ら
全国 に流れ た,と い う単純 な構図では理解 できない面があ るこ とを示 している。す
なわち,各 地 に,独 自に獲得 した漢字文化 が存在 していた可能性が あると考える。
一方 ,中 央 では律令制の施行 ・運用に伴い急激 に多 く必要 となった文字使 用者 を大
量生産す る過程 で,実 用的で画一的な漢字文化 の世界が形成 され た。そ して この都
城 の実用的 ・画一的漢字文化 が,や は り律令制 の浸透 に伴 い大幅 に増加す る必要が
生 じた地方社会へ人的往 来や様 々なルー トを通 じて流れ込んでいった とい う状況が
想 定 され る と思 う。
では,こ うした地方独 自の漢字 文化 は どの よ うに して形成 された ので あろ うか。
一つ には渡 来人集 団の影響が考え られ る。大橋 育順 氏によれ ば,徳 島には渡来人が
集 中的に配 置 された とみ られ る郡 がある とい うことである。渡来人が,祖 国での集
団のまま地方に配置 され る例は多 く,こ うした集 団が漢字文化の一つの母体 となっ
たので あろ う。 も う一つ は,外 征 な ど様 々な場面での朝鮮 半島 との交流を通 じて,
各地 の地方 豪族が漢字文化 を獲得 した可能性で ある。5世 紀代 に繰 り返 された朝鮮
半 島への出兵 は,地 方豪族 を動員 しての軍 隊であった と考え られ,こ うした際に現
地 との様々 な交流があったこ とも伝 えられ る。的 はずれな想 定ではない と思 う。
長屋王にみ られた,多 様 なチ ャンネルに よる対外交流は,漢 字文化 の受容 とい う
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場面 でもそ の可能性 を見いだす ことができた。国家間の交流 のもつ影響力 は圧倒的
である。だが,そ の背景 には,地 方豪族た ちを主役 とし,そ れ と結 んでの皇族 ・貴
族層 の対外交流 も存在 した と考 え られ る。後者 もまた重要 な対外交流で あ り,そ の
実 りも少な くなかった と思 う。
3.紫 香楽出土歌木簡 と文化 受容の重層性
さて,先 頃紫香楽宮遺跡 出土木簡 中 に,「 難波津 の歌 」 と 「安積 山の歌」 が表裏
に書かれていた木簡(史 料16)が あった ことが再発見 された(栄 原永遠男2008)。
難波津の歌 とい うのは
難波津 に 咲 くや この花 冬 ごも り 今 は春べ と 咲 くや この花
とい う歌 で,王 仁 が仁 徳 天 皇 即 位 を言 祝 い で 歌 っ た とい う。 一方,安 積 山の歌 は
安積 山影 さへ見ゆ る山の井 の浅 き心 を吾思はな くに
とい う歌 で,『 万葉集』巻16に 収 められている。難波津の歌は,木 簡や墨書土器 に
もしば しば書 かれてお り,ポ ピュラーである。 万葉仮名表記 で書かれ,時 に訛 りを
反 映 したよ うな独特な例 もある。一方,『 万葉集』の歌が書かれた木簡 の発見 は初 め
ての ことである。国文学 の専門家か らは,人 々の問で愛唱 されていた歌が,徐 々 に
定型化 され 『万葉集』 に収 め られた様 子がわかる,な どの指摘が相次いだ。
紫香楽宮遺跡 出土 とい うこ とは,都 城 出土木簡で ある。都城やその周辺 で,安 積
山の歌 が流布 していた とい うことは,平 城京や恭仁京,あ るいは藤原京や難波京で
も発見 され る可能性 を示唆す る。また都城 には全国か ら人が集ま り,ま た全国 に散
ってい く文化的拠点であるか ら,さ らに広 く全 国あ らゆる古代の遺跡 で 「安積 山の
歌」 が見つ かる可能性 も出て きた とい うことがで きる。 さらに,紫 香楽宮遺跡出土
であるので,時 期 は天平17年 前後 に絞 られ る。時期が限定できる点でも資料的価値
が高 い。
そ して,私 が注 目したいのは,「 難 波津の歌」 と 「安積 山の歌」 が表裏 に書かれ
ていた とい う点である。残念なが ら,こ の木簡 は非常に薄 い破片であ り,も ともと
どのよ うな形状の木簡で,ど の よ うに使 われ たのか判然 としない。 それぞれの歌が
1行 に書かれていた とす ると,非 常に長 大な木簡に復原 され る。 しか し,材 は ごく
薄いた め,し なって しま うし,使 用 に耐 えたか疑 問点 が多い。また,表 裏の文字 も,
写真等 をみ る と非常に似てい るよ うに見えるが,そ れでも同一人物 の文字 とみ るべ
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きか,別 の人物 の文字 とみ るべきか,意 見が分 かれ てい る。文字 を書 き始めた位置
が,表 裏 で異なる点も気 にな る。 この木簡が作 られ,使 用 され た場面や,表 裏の記
載 の関係 は,慎 重に検討 しなければな らない。
だ が,同 じ木片に書かれた こと,ま たその木片は非常 に薄 くなん ども削 り直す こ
とができる状態ではな さそ うな ことな どを考 えると,表 裏 にそれ ぞれ の歌が書 き記
され た時間差はそれほ ど大 きくない。 したが って,「 難波津 の歌」 と 「安積 山の歌」
とい う二つの歌が,ほ ぼ同 じ時間 ・同 じ空間 に存在 していた ことは確 か とい える。
「難波津の歌」と,「安積 山の歌」が,セ ッ トとして意識 されていたか どうか までは
はっき りと しない ものの,同 時 に併存 してお り,非 常に近い 関係 で捉 え られていた
ことは間違い ない よ うに思 う。
よく知 られてい るよ うに,こ の二つの歌 は 『古今和歌集』仮名序で,和 歌 の父 と
母 として掲 げ られてい る歌である。 国風文化 の粋 ともい うべ き 『古今和歌集』仮名
序で和歌 の父母 としてセ ッ トとなると認識 され ていた この2首 が,天 平時代 にはす
でに非常に近 い関係の組 み合 わせ として存在 していた ことは,大 い に注 目され るべ
きである。
古代 日本 は,朝 鮮半島 ・中国か ら様 々な文物 を移入 して,文 明化 を推 し進 めてき
た。7世 紀 半ば以 降は加 速度 的に唐風化 が推 し進 め られ,8世 紀 には匍旬 礼か ら立
礼へ と身の こな し方 も唐風化 した。天皇の服装 も例外ではなかった。それ と対応す
るかの様 に,国 家形成期 に花開いた 『万葉集 』の世界 は8世 紀半ばに幕 を下 ろし,
漢詩文を愛す る唐風文化 の時代 がお とずれ る。 すでに述べた よ うに,対 外交流のチ
ャンネル も,漢 字文化 の受容 も重層的で多様であったが,滔 々 と流れ込む 巨大な唐
の文化は都 を通 じてこ うした重層性 を押 しつぶ し,日 本全体 を唐風文化一色 に染め
てい ったかの様 に感 じられ る。
しか し,今 回の木簡 の発見 は,中 国文化が押 し寄せ,漢 詩文が一世 を風靡す るな
かでも,脈 々 と 『万葉集』以来の和歌文化が は ぐくまれ,継 承 されていたこ とを実
に よく示 してい る。急激 な唐風化の時代 において も,日 本 の土着的文学が受 け継が
れ,発 展 していた と捉 えるこ とができる と思 う。逆に言 うと,唐 の文明の受容が,
確 かに社会 に大 きな影響 を与 えた ことは確 かで あるが,完 全 に唐風化す るほ ど激烈
な もので はなかった,と い うこ とにな る。 日本 の律令は,唐 令 を適宜変更 しなが ら
日本 の国情 に合 わせた ことは夙 に知 られる通 りである。表 面的には急激 に唐風化す
る一方,国 家体制 は一定の改編 を加 えて国情 に合 わせ,基 層部分 はほん ど変化 しな
い,と い う,「文化受容 における重層性」をこの 「安積 山の歌」の木簡が改めて提示
して くれた様 に感 じられ る。
そ して,お そ らくこの あた りが朝鮮半島 と大き く違 う点か もしれ ない と思 う。新
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羅では独 自の年号 は用いず,中 国の年号 を用いた。姓 も漢字1文 字が多い。また,
韓 国語に しめる漢字語の割合 は,日 本語 にお けるそれ よ り遙かに多い とい う。 固有
の文字 をもったのも,日 本 が9世 紀～10世 紀 ごろなのに,朝 鮮半 島では13世 紀,
ハ ングルの発 明を待たねばな らなか ったので ある。 中国文明の影響 を直接的に受け
た朝鮮半島 と比べ る と,重 層的 に受 け止 めることができた 日本 の特性が よ り際だつ
よ うに感 じられ る。
おわ りに
以上,古 代 日本 の 「文明」 との接触 が,様 々な意味で重層的である,と い うこと
を述べてきた。一見,画 一的 に感 じられ る 日本 古代社会に も,様 々な文化が存在 し,
時にそれ らはそれぞれ東アジア世界 と結びついていた。古代国家に よる文化 の画一
化 は大 きな影響 を与 えたが,そ れで も こうした多様性 と重層性は存在 した。唐風文
化=中 国文明の受容 において も,そ うした多様性 と重層性は存在 した。そのまま真
似 をす る場合 も,手 を加 えて使 う要素 も,比 較的関係 な く独 自に発展 ・継承せ る世
界 も存在 したのである。
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